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看護師国家試験における特徴的なカタカナ語の様相
― 留学生支援での活用を目指して ―

Aspects of Characteristic Katakana Words in the National Nursing Examination:
Applications in Japanese Language Education

山　元　一　晃
Kazuaki YAMAMOTO

1 ．はじめに
日本国内において看護を学ぶ留学生や，経
済連携協定（EPA）により看護師を目指す看
護師候補者などは，看護師として実務に就く
前に看護師国家試験を受験し合格する必要が
ある。看護師国家試験は，看護師として必須
とされる知識を問うものであると考えられる
が，問題文や選択肢などを流暢に読めなけれ

要旨：
本稿では，看護師国家試験で， 1）どのようなカタカナ語が特徴的に用いられてい
るか， 2）それらは日本語教育で扱われるのかを明らかにする。短単位に形態素解析
を行い，カタカナを含む短単位の頻度を，BCCWJの短単位の頻度と対照させ対数尤
度比（LLR）を算出した。特徴的だと判断されたカタカナ語について，『日本語教育
語彙表 Ver 1.0』と対照させ，日本語教育で扱われるかを判定した。その結果，カタ
カナ語は，延べで4,386語（5.4％），異なりで918語（12.6％）抽出された。また，カ
タカナ語のうち未知語として解析された語は延べで57語（全体の0.04％，カタカナ語
の1.2％），異なりで44語（全体の0.6％，カタカナ語の4.7％）あった。上記の異なり
語のうち，看護師国家試験に有意に特徴的だとされる語（ただし，未知語を除く）は，
1509語あった。そのうちカタカナ語は，207語（13.7％）あった。国家試験に有意に
特徴的なカタカナ語に限ると，158語（77.8％）が『日本語教育語彙表』になく，日
本語教育を受けるだけでは国家試験に出題されるカタカナ語の習得が難しいことが示
唆される。

キーワード： 看護師国家試験　カタカナ語　外来語　対数尤度比　専門日本語教育

ば，理解が難しくなることが予想される。
Nation（2002）が，先行研究を引用しながら
語彙の知識が読解に深く関係していることを
指摘しているように，流暢な読みには語彙の
知識が重要になる。語彙においては，カタカ
ナ語が難しいことがよく指摘される。たとえ
ば，陣内（2008）の調査によれば，日本語学
習者の77.8％が，「カタカナ語が分からなく
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て困ったこと」が「ある」「よくある」「とき
どきある」と回答しており，中国語話者に限
ると約90％となっている。このことを踏まえ
ると，看護を学ぶ過程や，国家試験の対策に
おいてもカタカナ語に困難を覚える学習者が
多いことが予想される。しかし，これまで，
語彙を網羅的に扱った岩田（2012）を除き，
国家試験のカタカナ語の様相について分析し
た研究はみられない。そこで，本稿では，テ
キストカバー率や対数尤度比（LLR）に基づ
く特徴度といった指標を参考にしながら，看
護師国家試験で， 1）どのようなカタカナ語
が用いられており， 2）それらは，一般的な
テキストと比べて特徴的なのか， 3）それら
は日本語教育で扱われるのか，を明らかにす
る。

2 ．先行研究
カタカナ語や外来語に関する網羅的な分析
としては，外来語に関する意識調査をまとめ
た国立国語研究所（2004，2005）が挙げられ
る。国立国語研究所（2004）では，外来語が
分からず困ったことがあるかについての質問
に，24.4％の回答者が「しばしばある」，
53.3％が「ときどきある」と回答している。
このことから，母語話者であっても外来語が
難しいと感じていることが分かる。一方で，
「外来語を減らしていくべきだ」と考えてい
る回答者は，22.0％にすぎず，65.5％の回答
者は「自然の成り行きに任せるのがよい」と
考えているようである。国立国語研究所
（2005）には，医療分野の外来語についての
意識調査もまとめられている。外来語につい
ては，56.5％の回答者が，アルファベットの
略語については，47.3％の回答者が「分かり
やすく言い換えたり，説明を加えたりしてほ
しい」と考えているという。
専門日本語教育と外来語との関係について

は，安藤（2012），中川・齋藤（2014a），中川・
齋藤（2014b）が介護分野の外来語やカタカ
ナ語についてまとめている。安藤（2012）は
介護福祉士国家試験の過去問題のうち「介護
技術」を対象に，混種語を含む外来語をピッ
クアップしている。その結果，旧日本語能力
試験の級外語彙が最も多かったこと（35.41％），
級外であるからといって一概に難しいわけで
はなく，英語を提示したり，実物を示したり
すれば，理解がしやすい語彙もあることを指
摘している。また，中川・齊藤（2014a）と
中川・齊藤（2014b）では，介護の専門語彙
におけるカタカナ語について分析している。
中川・齋藤（2014a）では，中川ほか（2012）　
においてEPA介護福祉士候補者が優先的に学
ぶべき語として選定された1498語の見出し語
に含まれるカタカナ語を分析の対象としてい
る。また，中川・齋藤（2014b）では，介護
福祉士国家試験に用いられるカタカナ語を対
象としている。いずれの研究においても，カ
タカナ語は，旧日本語能力試験の級外にあた
る語彙が大半を占めることを指摘している。
また，中川・齊藤（2014b）は，介護専門用
語以外にも，成分名，疾病関連語，日常生活
語などの周辺語彙が多く含まれていることを
指摘している。さらに，学習者にとって難し
いと考えられるものとして，「英語以外の外
国語語源のもの」「和語や漢語をカタカナ表
記したもの」「和製英語」「原義と意味のずれ
があるもの」「言語と発音のずれがあるもの」
があると指摘している。
看護分野と外来語との関係について扱った
研究としては，桐田ほか（2007）が挙げられ
る。桐田ほか（2007）は，臨床現場における
外来語や略語，隠語の使用状況について分析
しており，看護師の認識についての調査を基
に，用語集を作成している。この研究では，
質問紙調査において，理解できなかった用語
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に遭遇した経験がある者に対して，理解でき
なかった用語や意味などを尋ね，意味が理解
できず困難な状況をもたらした用語を抽出し
たという。このような調査は，国家試験や教
科書などに出てこない語が抽出できるという
利点があるものの，特に印象に残っているも
のが抽出されてしまうという欠点もあるとい
える。
本研究においては，看護分野における外来
語使用の様相を明らかにすることを目指すた
め，これらの研究を参考にしながら国家試験
をその分析対象としたい。

3 ．方法
まず101回から108回までの看護師国家試験
8回分をテキスト化し，形態素解析器として
MeCab 0.996 および形態素解析用辞書として
書き言葉UniDic 2.3.0 を用いて短単位に形態
素解析を行った。短単位を用いたのは，『現
代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）
の短単位語彙表と比較し特徴的なカタカナ語
を抽出するため，また，将来的に，基礎的な
単位から，それに関連する複合語を抽出する
ためである。
次に，語彙素がカタカナの短単位の頻度を
集計し，BCCWJの短単位の頻度と対照させ
LLRを算出した。LLRは 2つのコーパスのど
ちらか一方に特徴的な表現について高値にな
るため，BCCWJにおいて相対的な頻度が上
回った場合，LLRに- 1 を乗ずる補正を行い
特徴度とした。LLRは表 1の分割表に基づき，
以下の式により算出した。（Kilgarriff 2001，
寺嶋 2009）

LLR＝ 2（alog（a）＋blog（b）＋clog（c）＋
dlog（d）－（a＋b）log（a＋b）－ 
（a＋c）log（a＋c）－（b＋d）log（b＋d）－
（c＋d）log（c＋d）＋nlog（n））

なお，LLRは寺嶋（2009）やDunning（1993）
などで，コーパスサイズの影響を受けにくい
ことが指摘されている。そのため，本研究で
も，特徴度の指標として，LLRを用いた。
LLRの算出については，Kilgarriff（2001）に
依った。また，特徴度が15.13（p < .0001）を
上回る場合を特徴的とした。Rayson et al.
（2004）によれば，期待頻度を 1以上とした
場合，有意水準を0.01％にすることが安全だ
とされているためである。なお， 8回分の国
家試験には，頻度が低いものの，特徴度が高
いものが多く含まれている。
さらに，形態素解析によって抽出された語
を『日本語教育語彙表 Ver 1.0』（Sunakawa et 
al. 2012）と対照させ，日本語教育で扱われ
るかを判定した。
なお，本論文でのカタカナ語とは，語彙素

がカタカナのみで表記されているものをさし，
単位など原文ではアルファベット表記されて
いるものを含む一方，複数の文字種からなる
語は含まない。このことについては，今後，
検討していく必要がある。

4 ．結果と考察
形態素解析を行った結果，延べで133,804
語，異なりで7,289語の語が抽出された。そ
のうちカタカナ語は，延べで4,386語（5.4％），
異なりで918語（12.6％）であった。延べ語

表 1 　統計量を求めるための分割表（寺嶋 2009）

対象コーパス 参照コーパス 計
見出し語Wの頻度 a b a＋b

見出し語W以外の頻度 c d c＋d

計 a＋b b＋d a＋b＋c＋d＝n
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数の割合に比して，多様なカタカナ語が使わ
れることがうかがえる。

Nation（2002）は，テキストを理解し，知
らない語の意味を推測しながら読むために
は，知らない語が 2％を超えないことが望ま
しいとしている。また流暢な読みのために
は，99％－100％のカバー率が必要であろう
ことを指摘している。看護師国家試験は看護
師として必須の知識を問う試験であり，問題
文や選択肢を流暢に読めなければいけないだ
ろう。そのことを考慮に入れると，99％超の
テキストカバー率を満たしていることが望ま
しいと考えられる。
カタカナ語以外を全て理解していたとした
場合，既に96.7％のテキストカバー率を満た
していることになる。そこで，98％および
99％のテキストカバー率を満たすためには，
頻度が高い順にさらに何語のカタカナ語を覚
えればよいかを調べた。その結果，98％のカ
バー率を満たすためには，異なりで32語を覚
えればよいことが分かった。一方で，99％を
満たすためにはさらに異なりで167語を覚え
る必要がある。ただし，カタカナ語とカタカ
ナ語以外を分けて習得することはないと考え
られることから，この方法でテキストカバー
率を検討することについては，その妥当性に
留意が必要である。

4.1　日本語教育語彙との関係
看護師国家試験で扱われるカタカナ語が，

日本語教育で扱われるかどうかを検証するた
め，『日本語教育語彙表 Ver. 1.0』との対照を
行った。『日本語教育語彙表』には，BCCWJ
や日本語教科書のコーパスの語彙調査から抽
出された語それぞれについて，日本語教師の
主観判定に基づく難易度が示されている。そ
れぞれのレベルに該当する語の異なり語数お
よび延べ語数は表 2に示した。なお，カタカ
ナ語以外を全て覚えており，かつ，『日本語
教育語彙表』の初級前半から順番に全てのカ
タカナ語を覚えていった場合のテキストカ
バー率を検討した結果も示した。 
異なりで36.1％，延べで52.4％の語が『日
本語教育語彙表』にあり，中級後半までの語
を覚えれば，98％のテキストカバー率を満た
すことができる。一方で，99％のテキストカ
バー率を満たすためには，上級後半までの語
では足りず，さらに多くの語を覚える必要が
ある。具体的には，延べで751語に相当する
異なり語を覚えなければならない。『日本語
教育語彙表』にないカタカナ語を，頻度の高
い順から覚えるとすると，102語を追加で覚
える必要がある。
高頻度のカタカナ語から順に覚えていく場
合と比較すると，『日本語教育語彙表』に掲
載されている語を全て覚えてから学習してい
く場合の方が，追加で覚えるべき語が少な
い。『日本語教育語彙表』に掲載されている
語であれば，日本語教育や日常において使う
可能性も高く，有用性が高いといえる。カタ

表 2 　『日本語教育語彙表』に掲載されているカタカナ語の語数とテキストカバー率の関係

異なり語数 延べ語数 累積頻度 テキストカバー率
初級前半 18 106 129,524 96.8％
初級後半 44 370 129,894 97.1％
中級前半 96 709 130,603 97.6％
中級後半 116 932 131,535 98.3％
上級前半 44 135 131,670 98.4％
上級後半 13 45 131,715 98.4％
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カナ語を苦手とする看護留学生に対しては，
まず，『日本語教育語彙表』に掲載されてい
るようなカタカナ語の習得を促すことが重要
だと考えられる。
なお，頻度順に検討したときと同様に便宜
的にカタカナ語以外の語を全て習得している
ことを前提としており，先述したように妥当
性に留意が必要である。

4.2　看護師国家試験に特徴的な語
7,289語の異なり語のうち，看護師国家試
験に有意に特徴的だとされる語（ただし，未
知語を除く）は，1,509語あった。そのうち
カタカナ語は，207語（13.7％）あった。全
異なり語のうち，カタカナ語が占める割合は，
12.6％であったことを考えると，看護師国家
試験に特徴的な語には，相対的にカタカナ語
が多いといえる。
特徴的なカタカナ語のうち，『日本語教育
語彙表』に掲載されている語は49語のみで
あった。158語（76.3％）が『日本語教育語
彙表』になく，日本語教育を受けるだけでは
国家試験に特有のカタカナ語は習得が難しい
ことが示唆される。以下に，国家試験に有意
に特徴的な語を特徴度が高い順に示す。『日
本語教育語彙表』にない語については下線を
付した。

デシリットル，キャンサー，ケア，ミリリッ
トル，カテーテル，バイタル，ミリグラム，
ミリメートル，シンドローム，インシュリン，
ドレーン，アセスメント，キログラム，リハ
ビリテーション，アルブミン，ホルモン，セ
ンチメートル，ビタミン，ドレナージ，トイ
レ，クレアチニン，ストーマ，スケール，ベッ
ド，カリウム，チアノーゼ，サイン，リンパ，
ビリルビン，ステロイド，アシドーシス，
ファウラー，イレウス，チューブ，ナトリウ

ム，ギプス，ヘモグロビン，オブ，コンファ
レンス，ナンバー，ニチモク，トリアージ，
オキシコドン，ワルファリン，マスク，アレ
ルギー，パーキンソン，ステーション，エス
トロゲン，カルシウム，プロトロンビン，グ
ロブリン，ノルアドレナリン，アドレナリン，
アルツハイマー，フェンタニル，プロラクチ
ン，レスパイト，カニューラ，ハヴィガース
ト，サービス，レボドパ，モルヒネ，プレド
ニゾロン，グリセリン，ナース，ボンベ，コー
ド，セルフ，フード，ヒスタミン，アナフィ
ラキシー，アトロピン，ランク，アルドステ
ロン，ガーゼ，レノー，テストステロン，マッ
サージ，カニューレ，ピアサポーター，フロ
セミド，シーネ，パーセント，アセチルコリ
ン，ワクチン，テオフィリン，イオン，シリ
ンジ，ルクス，インシデント，ヘパリン，ク
ラミジア，クッシング，フィブリノーゲン，
ジャパン，ノーマリゼーション，ヘルペスウ
イルス，クレアチン，コレステロール，アミ
ラーゼ，インフルエンザ，セロトニン，クラ
ンプ，イート，パニック，エリスロポエチン，
バビンスキー，ベンチュリー，マズロー，プ
ロゲステロン，ヒラナメ，トレンデレンブル
ク，ブジー，ウイルス，ネフローゼ，レム，
パートナー，クリニカル，リエゾン，アル
コール，エリテマトーデス，ステー，ノロウ
イルス，リンゲル，ジストロフィー，ストレ
ス，ヘンレ，ボディメカニクス，ロンベルグ，
パッド，ステート，ポータブル，バソプレッ
シン，バイオハザード，レスキュー，クロル
ヘキシジン，ジギタリス，ホーム，アラーム，
インドメタシン，リューマチ，グループ，ポ
ンプ，カルシトニン，エタノール，エージズ
ム，ヘルパー，ストレングス，ループス，ト
リソミー，スクリーニング，ボルグ，サンサ，
ジゴキシン，レニン，セクレチン，テタニー，
トロンボプラスチン，ペーシング，マンニ
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トール，ヘルニア，アスピリン，ストッキン
グ，リスク，キナーゼ，ドーパミン，アカシ
ジア，スルホニル，ペースメーカー，オピオ
イド，メニエール，クリーゼ，ホルムアルデ
ヒド，スコア，ヘンレ，ミルキング，ヘルス，
ヘルペス，コントロール，アンギオテンシン，
ソマトスタチン，フィンク，シャワー，タン
ポナーデ，オピニオン，シャント，アポクリ
ン，コルチ，デュシェンヌ，エン，マットレ
ス，ディレクティブ，ダンピング，フェース，
リットル，オキシトシン，クロイツフェルト，
シムス，トリプシン，プルキニエ，アドボカ
シー，コーション，コンサルテーション，サ
イトメガロウイルス，マウス，チーム

特徴的な語として抽出された語のうち，
『日本語教育語彙表』に含まれないものには，
疾患名，薬品名，化学物質，医療機器など医
療や看護に関わるものが中心となっているこ
とが分かる。
この結果を留学生等への支援に活かすため
には， 3年間から 4年間にわたる看護の専門
教育において習得する可能性のある語がどれ
かを峻別するなどしていく必要がある。山元
ほか（2020）は医師国家試験に用いられてい
る全ての特徴的な語について，専門用語辞典
を参照して，専門教育において学習するかど
うかを検討している。その結果，12.5％に相
当する272語が専門教育で学習されない可能
性が高い語であったという。本発表での分析
についても同様の検討をしていく必要があ
る。また，それぞれの語について，習得の難
易度を検討する必要もある。
なお，カタカナ語のうち未知語として解析
された語は延べで57語（全体の0.04％，カタ
カナ語の1.2％），異なりで44語（全体の0.6％，
カタカナ語の4.7％）あったことを付け加え
たい。延べで0.04％であり，国家試験の理解

に影響を及ぼす可能性は低い。

5 ．教育への示唆
看護師を目指す留学生へのインタビュー調
査（山元ほか 2022）では，「カタカナの言葉」
や「外来語」の難しさについて語られていた
という。また，留学生が日本語教員や教材に
何を求めているのかをインタビューから明ら
かにした山元ほか（2023）では，インタ
ビューを受けた全ての留学生が，専門用語を
学べる教材を求めており，器具やカタカナ語
を難しく感じていたこと，写真付きのものが
良いと考えていることなどが語られていたよ
うである。上記を踏まえると，専門用語を学
べる教材に外来語やカタカナ語を含めること
が求められる。教材化するためには，専門用
語として看護教育において扱われるかどう
か，また，看護教育において扱われるとして，
カタカナを含む語と，そうでない語の理解に
差があるのかを検討する必要がある。
中川・齋藤（2014b）では，EPA候補者を

対象とした国家試験対策の経験から，介護福
祉士国家試験に含まれるカタカナ語の難しさ
について整理している。中川・齋藤（2014b）
は大きく「英語語源でないもの」と「英語語
源のもの」とに分けて検討している。「英語
語源でないもの」については，英語以外の外
国語由来のもの（「カリウム」など）は表記
から意味を想起することが困難であると指摘
している。また，和語や漢語をカタカナ表記
したもの（「タンパク質」など）は，英語由
来だと考えてしまい，すぐには理解できない
可能性が高いと指摘している。和製英語は，
語によっては指導者自身も，気付かないよう
なこともあると指摘している。さらに，語の
意味が内容を反映していないものがあること
も指摘している。「英語語源のもの」につい
ても，原語と語義にずれがあるもの（「アド
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ボカシー」など）や，原語と発音のずれがあ
るもの（「カルシウム」など）については難
しいと述べている。
指導にあたっての留意点として，中川・齋
藤（2014b）は，「英語語源でないもの」は，
原語からその語を理解することは困難である
ため，個別に学習し理解する必要があるこ
と，「英語語源のもの」については原語を提
示することが有効であるが，「意味にずれが
ある場合には，カタカナ語を単独で学ぶので
はなく，文脈の中で介護専門用語のカタカナ
語として学習し，理解しなければならない」
（p. 77）ことを指摘している。
看護師国家試験においても，介護福祉士国

家試験とは異なるものの，中川・齋藤（2014b）
によって難しいとされる英語語源でないもの
や，語義が異なっているものが，多く抽出さ
れている。留学生は，EPA看護師候補者等と
は異なり，看護の基礎知識を持たずに入学し
てくる者も多いと考えられる。中川・斎藤
（2014b）は英語語源のもののうち，原義と語
義にずれのあるものや，言語と発音のずれの
あるもののみを困難なものとしているが，留
学生にとっては英語語源のものであっても，
母語や英語の学習経験によっては，困難を感
じることがあると思われる。教材開発や，指
導にあたっては，これらの点に留意していく
必要がある。
望月（2016）は，日本語学習者にカタカナ
語についての質的な意識調査を行い，それを
考慮に入れた教材を開発しているが，事後テ
ストの結果，定着率が低く，ばらつきが大き
かったという。看護の留学生も外来語を含む
カタカナ語の難しさを指摘しているが，有効
な教材の開発は困難であることが示唆され
る。本調査に基づき，認知度などのさらなる
研究が必要である。

6 ．まとめと今後の課題
本論文では，看護師国家試験において用い
られているカタカナ語について検討した。そ
の結果，以下のことが分かった。

（ 1）頻度の高い語から学習していった場合，
カタカナ語以外に加えて，98％のテキストカ
バー率を満たすためには32語，99％のテキス
トカバー率を満たすためには，167語を追加
で覚える必要がある。
（ 2）『日本語教育語彙表』に掲載されている
語を優先的に学習した場合，カタカナ語以外
に加えて，中級後半までの語彙を学習するこ
とで，98％のテキストカバー率を満たすこと
ができる。一方で，上級後半までの語を全て
学習したとしても99％のテキストカバー率を
満たすことはできず，102語を追加で覚える
必要がある。
（ 3）有意に特徴的なカタカナ語は，207語あ
り，そのうち，158語（76.3％）が『日本語
教育語彙表』にない語であった。

上記の 3点を考慮に入れると，どのような
順序で語彙学習を進めているとしてもカタカ
ナ語を学習することは避けられるないことが
明らかとなった。しかし，看護留学生やEPA
による看護師候補者らが国家試験へ向けて勉
強する際に，カタカナ語がどの程度障壁に
なっているのかは明らかとなっていない。カ
タカナ語の学習を積極的に取り入れていくべ
きなのか，また，他の語彙と同時に学習して
いくべきなのかについては，今後の検討が必
要である。課題としては，以下の点があげら
れる。

（ 1）看護留学生にとって，カタカナ語と，
それ以外の語について，難易度が異なるのか
を明らかにすること。
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（ 2）専門教育で扱われるカタカナ語と，そ
うでないカタカナ語を峻別すること。
（ 3）複合語を含む複数の語種からなる語に
ついての扱いを検討すること。

（ 3）について本研究においては，『日本語
教育語彙表』に掲載されている単位に近い，
短単位を用いて検討した。今後は，ComeJisyo
など医療に特化した分かち書き用の辞書（相
良ほか 2012）を用いて，複合語を含めた形
で形態素解析を行い分析することも検討して
いきたい。

また，本論文の分析においては，以下の重
大な課題がある。

（ 1）アルファベットで表記されている語で
もUniDicに含まれている語であれば，カタカ
ナ語として抽出されていること。具体的に
は，「ミリリットル」（ml）などの単位や
「キャンサー」（Cancer）など，疾患名が英語
でも表記されているような語。

UniDicの書字形出現形を活用することで，
原文でカタカナ表記されていないものを除外
することが可能である。今後，検討していき
たい。

付記
本論文は「第45回社会言語科学会研究大
会」におけるポスター発表（「日本語教育に
活かすための看護師国家試験におけるカタカ
ナ語の様相の分析」）を大幅に修正・加筆し
たものである。
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